
丸紅洋上風力開発株式会社では、秋田港・能代港の洋上風力発電所の運営・管理を担っております。現場では様々なHSE活動を実
施しており、それらをHSE Newsletterとして発行・紹介しています。また、当社では本社においてもHSE活動に取り組んでいます。
安全を最優先する会社として、本社社員もHSEの意識を持って日々の業務に取り組むことを重視しています。第3号となる本号では、
2024年度下期に現場および本社で実施したHSE活動についてご紹介いたします。

安全大会
秋田港・能代港の洋上風力発電所では、昨年度に引き続き安全大会を開催しました。今年度は、発電事業者の「秋田洋上風

力発電株式会社（AOW）」、風車本体の運転保守業務を担う「べスタス・ジャパン株式会社（Vestas）」、CTV運航の
「Akita OW Service株式会社（AOS）」、そして当社の4社合同での開催となり、より幅広いメンバーが集まりました。
大会では、各社から日々の安全活動や取り組みについて発表があり、過去のニアミス事例をもとにした意見交換も行われま

した。終了後には、「日頃の安全意識の高さが感じられた」「密なコミュニケーションの重要性を再認識した」「他社の安全
対策を知る良い機会となった」といった講評が寄せられ、今後も4社が連携して安全でより良い現場づくりを目指していくこ
とを確認しました。

2024年度下半期の活動
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自社救助訓練・通報訓練
当社では、海上保安部や消防との合同訓練に加え、自社独自でも定期的な救助訓練や通報訓練を継続して実施しています。

救助訓練では、新たに配属された社員や関係者も積極的に参加し、全員が救助手順や装備の取り扱いを再確認しました。風車
最下部での負傷者発生を想定し、要救助者をプラットフォーム上まで引き上げ、さらにCTVへ安全に搬送する一連の流れを実
践しています。
また、BCP（事業継続計画）に基づき、本社と連携した通報訓練も実施しています。これは、緊急時の本社側への連絡や安

否確認の手順を確認し、現場と本社が連携して迅速に対応できる体制を強化することを目的としています。
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清掃作業
当社は地域の美化活動にも積極的に参加し

ています。9月26日には秋田地域アダプト・
プログラムに基づくクリーンアップ活動を実
施し、変電所付近の国道56号沿いのごみ回収
に取り組みました。これらの活動を通じて、
地域の環境保全と美化に貢献し、地域社会と
の良好な関係構築に努めています。

普通救命講習
2024年度下期には、能代消防署のご協力の

もと、当事務所にて普通救命講習を受講しま
した。洋上作業員はGWOなどの専門的なト
レーニングを定期的に受けていますが、今回
は事務所メンバーも改めて講習を受け、緊急
時の対応力向上や技能の維持・リフレッシュ
に努めました。今後も全員が安心して働ける
職場環境づくりのため、継続的な訓練・講習
の機会を設けてまいります。

本社の従業員を対象に、丸の内消防署で防
災訓練を実施しました。HSEを重視する当社
の方針のもと、初動対応力の向上と安全意識
の高い組織文化の醸成を目的としています。
訓練では、消防署員の方々による指導のもと、
消防車両の見学や消火器を用いた消火体験、
災害発生時の対応に関する講義や通報体験な
ど、実践的なプログラムを実施しました。初
期消火や通報の手順、電気火災防止など、緊
急時に役立つ知識と対応力の習得につながり
ました。

消防署見学・消火器訓練・通報訓練

社内防災講習
本社従業員を対象とした社内防災講習を実

施しました。初動対応力の向上や、業務中に
発生しうる様々な緊急事態への適切かつ迅速
な対応力の習得を目的としています。講習で
は、座学とビル内ツアーを組み合わせ、緊急
時の連絡先や避難場所、非常食、救急箱など
の安全設備の位置を確認しました。また、緊
急時対応の基本知識や対応フローについても
学び、安全意識の向上につながる有意義な内
容となりました。今後も継続的な実施を通じ
て、全社員のHSE意識向上を図ってまいりま
す。

本社HSE活動

〒100-8088
東京都千代田区大手町一丁目４番２号
https://mowd.jp/
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